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0日本思想史専攻講義題目
日本思想史　概論
｢日本思想史｣　の課題と方法
同
｢日本思想史｣　の軌跡と関心
同　　　各論･持論-
ヒトガミ信仰の系譜
同　　　各論･持論Ⅱ
伝説の思想史
同　　　各論･持論Ⅲ
教榎　佐　藤　弘　大
准教授　片　岡　　　龍
教授　佐　藤　弘　大
溝教授　片　岡　　　龍
荻生他線とその時代
同　　　各論･持論Ⅳ
｢ウーマン･リブ｣　の思想史的意義
同　　　各論･持論V　(集中講義)
非常勤講師　浅　野　豊　美
条約改正と帝国の法秩序
同
演皆
目木思想史の諸聞題-
演習
日本思想史の諸問題Ⅱ
研究演習-
日本思想史の諸問題-
研究演督Ⅱ
日本思想史の諸問題Ⅱ
基礎講読
古代･中世思想史文献講読
基礎講読
日本思想史文献講読
准
教教　九
授授　二
片　佐
固　條
弘
龍　夫
教授　佐　藤　弘　大
准教授　片　岡　　　龍
教授　佐　藤　弘　天助教　大　川　　　真
0日本思想史専攻卒業論文並びに学位論文題目
卒業論文
出羽｢山の思想
｢大鼓｣　の研究
-　許が鳴る憲味､鳴らない意味　-
新渡戸稲造の女子教育思想平安時代の女性の身分意識について
=高月物語』における上田秋成の思想
海幸山寺論
小　松　敬　大瀧　塚　真　芝細　田　雄　大石　山　智　恵軽　部　皮理絵木　原　倫　了
｢法世物語｣　にみる安藤昌益の思想
後鳥羽院御霊の信仰についての研究
｢今昔物語集｣　における　｢霊｣　と　｢鬼L
藤田省三の思想
小　葉　綾　佳佐　腺　　　淳菅　沼　都　嵯高　橋　　一
修上論文
明治期与謝野晶子における自己認識の彬戒と変容日蓮の思想　　　　　　　　　　　　　　　　　佐福澤諭士=の道徳論　　　　　/　　　　　　　島
『神皇正統記』　の思想　　　　　　　　　　　　　松
柳田学における　｢信仰｣　の変遷　　　　　　　油
鴫　　　翔藤　伸　郎用雄"郎同　和　裕熔　手　祐
五月例会(盲月二..∩)
北畠親房の皇統観
-　『紳士正統記』　における　｢代｣　と
柳田国勢のサンガ思想
六月例会(六月二六日)
相沢論士=における｢珊｣　と　｢情L
Iその道徳観の一考察　-
○○
油松半
座Li-i
圭　相
称　裕
島　田　碓"部
博士論文
本居宣長の思想構造　　　　　　　　　　　　　水　野　雑　巾隆鵜南と原敬　-　明治高年の思想彬戒と日本ナショナリズム　ー
鈴　木　啓　孝
摂関防政期思想史研究日日本思想史研究会月例会叩月例会(回目二四日)
与謝野晶子の国民忠誠
森　　　新芝介
口蓮のたどりゆく蝿地について
-　法華経の行者ではなく､発言者として　-
佐　腺　伸　即
し月例会　(土日一己〓)
近世儒家言語論と国学言語論におけるへ音義)分析の位相
-　皆川洪園･雷土谷成葦･宮上谷御杖　-
若　枝　車　史
一°月例会　(:°白月二日)
平安文人貴族の仏教観
-　源為憲｢.雷絵』を中心に　-　　小　泉　礼　子
一一月例会(一一月六日)
明治初期における　｢国民｣言説に関する.考察
小　嶋　　　翔
-　西村茂樹を中心に　-　　　　　　　葛
二月例会(‥.月二日)近世における慨艦首の語られ方
▲月例会(一.月二･一三日)
-　修士論文･卒業論文発表会　-
九‥
容
浦　達　尋
修士論文
明治期与謝野晶子における自己認識の形成と変容日蓮の思想福溝諭吉の道徳論
『神皇止統記』　の思想
柳田孝における　｢信仰｣　の変遷
卒業論文
出羽三山の思想　　　　　　/
油松　島佐中
座　山　田藤嶋
翔
伸　郎雄一郎和　裕玉　杯
丸田
パネルセッション3‥近代仏教と真宗の問題
オリオン･クラウタウ
福沢諭吉における非合理的な｢人情｣　への対処
島　田　雄一郎
｢直毘霊論争｣再考
暴力としての　｢もののあはれ｣㈲研究室助教･学生･研究員名簿
水　野　雄　司和久井　洋　子
散　大
｢天鼓｣　の研究　-　音が鳴る意味へ　鳴らない意味　-
新渡戸稲造の女子教育思想平安時代の女性の身分意識について
｢雨月物語』　における上田秋成の思想
海事用事論
｢法世物語｣　にみる安藤昌益の思想
後鳥羽院御霊の信仰についての研究
｢今昔物語集』における｢霊｣と｢尭｣
藤田省三の思想
高菅佐小木軽石細瀧
橋沼藤柴原部　山　田塚
都　　綾倫友智雄真
理
-　鳴海佳子絵忠人之
助　教
大　川
専門研究員
鹿　野　伸冨　樫水　野　雄本　村　呂
大学院博士課程後期
鈴　木　啓高　橋
㈲日本思想史学会大会十月一六日二七日の両日､岡山大半を会場として開催された｡
本研究室からの発表者は次の通りである｡
中　嶋慮森　川岡　安和久井
洋儀　多　寄英
(括弧内は研究テーマ)
貞(近世政治思想史研究)辛(近代思想史研究)進(古代仏教思想史へ　君臣観)司(近世国営思想研究)皮(近世思想史研究､死生観)孝(近代思想史研究)哲(近世儒学思想史研究)介(近世武士道研究)香(近代思想史研究)聞(近代思想史研究)之　(明治思想史研究)千(近世思想史研究)
森
新之介(摂関院政期貴族思想-九条兼実､法然
房源空を中心として-)
葛　　　　　容(十九世紀後半における道徳思想の研究)アリム･トへティ　(日中儒学比較研究)アントニウス･プジョ　(近代日本基督教者思想研究･新渡
戸稲造思想研究)
高　橋　恭　寛　(中江藤樹研究)吉　川　　　裕(近世儒字研究)モリス･ジョナサン　(ミイラに見る聖人崇拝)小　泉　礼　子(日本古代仏教思想史)村　上　麻佑子(貨幣研究)後　藤　態
掌部研究生
傷
宇　部
瀧木白一松高著蔚戸
檎塚原汁本橋坐藤鍋
大雪院博士課程前期
小　鳩
翔(与謝野晶子研究)
油　麻松　山佐　藤島　田大　宮中　港
主　神(柳田国男･山人研究)
剛1　日
学部特別聴講牛
朴
交換留学生
裕大安　　佑　彰　孝倫　真敬
語　斗　甲類　五弘　典　子之　太
松根確定　中　高菅　小石　半
本本　名　野　田　橋濯　柴iii木
都綾部雄
･明　佳　恵　祐
博　陽祐一郎聡一郎
昭子
水　古土小　長膏演佐軽紺
屋
野澤城松　田　野尾藤都　田
裕み絵　　麻汐瑞　　友雄
ず　　　　　　　　　　　現
実　は　里奨美　里紀淳忠　夫
洩　恵　エレーナ･ポロヴニコヴア
和　裕伸　郎雄一郎保　代え　り
大字院研究生
成　占　しはり
(北畠規房の天皇観)(日蓮の思想史研究)(福沢諭吉研究)(夢と神仏　-　古代夢思想の研究　-　)(日本中世における救済構造の研究--日
蓮を中心として　-　)
芹　滞　常　陸　　斉　　　夢　非
リユウパイプ-ン･シリー
日本学縮振興会特別研究員
片　岡　耕　平　　オリオン･クラウタウ
